
 

第９回 JMC 海事振興セミナー 

「国際海運におけるチョークポイントの動向と海上コンテナ輸送への影響」 

 

拝啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

このたび、日本海事センターにおいて、「国際海運におけるチョークポイントの動向と海上コンテナ輸送

への影響」と題し、第９回ＪＭＣ海事振興セミナーを開催いたします。 

皆様におかれましては、ぜひご参加いただきますようお願い申し上げます。 

                                              敬具 

記 

日  時：２０２４年５月９日（木） １４：００～１６：００ 

開催方法：ハイブリッド形式（Zoom ウェビナー併用） 

※若干名、会場での参加が可能です。なお、定員になり次第締め切らせていただきます。 

場  所：海事センタービル４階会議室（東京都千代田区麹町４－５） 

 

概   要 

 昨年 11 月にフーシ派による自動車専用船のハイジャックが発生し、現在に至るまで紅海周辺での商船へ

の攻撃が続いており、多くの船舶が紅海の航行を避けている。また、パナマ運河では昨年来水不足が問題

となり、通航隻数や喫水の制限が強化されるなど２大運河における船舶の航行に支障が生じている状態で

ある。 

本セミナーでは、スエズ運河、パナマ運河等のチョークポイントの動向に関する日本海事センターから

の報告に加え、各種統計や文献から現在の海上コンテナ輸送における需要・供給面の動向、紅海情勢を中

心に海上輸送を取り巻く環境の変化や事業者の対応ならびに今後の展望等について日本郵船調査グループ

からご講演をいただき、情報の把握や知見を深めることを目的とする。 

 

 

１４:００【開会挨拶】             （公財）日本海事センター 会長 宿利 正史                 

   

１４:０５【講演 1】 

「国際海運におけるチョークポイントの動向について‐スエズ運河、パナマ運河を中心に‐」 
               （公財）日本海事センター 企画研究部 研究員   後藤 洋政    

  

１４:３０【講演 2】 

「海上コンテナ輸送の現状、事業者の対応、今後の展望」 

               日本郵船(株) 調査グループ グループ長代理 原 源太郎 氏                                     

                                                 

１５:１０【講演者との鼎談】 

モデレーター：(公財)日本海事センター客員研究員(拓殖大学商学部教授) 松田 琢磨  

    パネリスト  : 原 源太郎 氏、 後藤 洋政                                      

     

 

１５:５５【閉会挨拶】           （公財）日本海事センター 理事長  平垣内 久隆                 

 

参 加 費：無料 

お申込み：下記 URL 又は QR コードよりお申込みください。（HP からもお申込みいただけます） 

https://www.jpmac.or.jp/application/S762836/ （申込期限：５月７日（火）まで） 

 

◆お申し込みいただいた方には、後日、視聴用 URL をご送付いたします。 
※本セミナーのプログラム、講演者、時間等は予告なく変更されることがあります。 

 

お問合せ：公益財団法人 日本海事センター企画研究部 

〒102-0083東京都千代田区麹町４－５ 海事センタービル８階 

ＴＥＬ：03-3263-9421 ＦＡＸ：03-3264-5565 

E-mail：jmcseminar@jpmac.or.jp  HP：https://www.jpmac.or.jp/ 

mailto:jmcseminar@jpmac.or.jp
https://www.jpmac.or.jp/


 

 

【講演者略歴】                      ※講師は登壇順です 

 
 

公益財団法人 日本海事センター 企画研究部 研究員 後藤
ご と う

 洋政
ひろまさ

 
 

慶應義塾大学商学部卒業、慶應義塾大学大学院商学研究科前期博士課程修了。修

士（商学）。2019 年 4 月から日本海事センター専門調査員。2020 年 4 月から現

職。企画研究部において、国際海上コンテナ輸送の統計調査や海運・物流に関す

る経済分析などの調査研究業務に携わる。所属学会は、日本交通学会、日本海運

経済学会。東京交通短期大学で非常勤講師を務める。 

 

 

 

 

 

日本郵船株式会社 調査グループ グループ長代理 原
はら

 源
げん

太郎
た ろ う

 氏 
 

1994 年 日本郵船株式会社入社。 

東京船舶出向、NYK LINE (N.A.) INC、オーシャンネットワークエクスプレス

ジャパン中部支店を経て、2022 年 4 月より日本郵船株式会社調査グループ グル

ープ長代理。 

『世界のコンテナ輸送と就航状況 2023 年版』（日本郵船調査グループ編、一般

社団法人 日本海運集会所発行）の執筆担当。 

 

 

 

 

 

公益財団法人 日本海事センター客員研究員（拓殖大学 商学部 教授）  松田
ま つ だ

 琢磨
た く ま

  

 

（公財）日本海事センター 企画研究部客員研究員、拓殖大学商学部国際ビジネ

ス学科教授。1997 年筑波大学第三学群社会工学類卒業、2016 年東京工業大学大

学院理工学研究科博士課程単位取得退学。博士（学術）（東京工業大学）。2007

年（財）日本海事センター非常勤研究員、2011 年（公財）日本海事センター研

究員、2018年同主任研究員を経て、2020年より現職。2023年 4月より拓殖大学

商学部国際ビジネス学科長。 


